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SDGsの達成に向けて、鳥取大学で取り組む教育・研究・社会貢献などの活動をご紹介します。
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SDGsとは

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目
標）は、「誰一人取り残さない（leave no one behind）」持続
可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015
年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能
な開発のための2030アジェンダ」の中で掲げられました。2030
年を達成年限としている国際目標です。

17のゴールと169のターゲット
から構成されています。
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鳥取大学SDGs
詳しくはホームページで！

https://www.tottori‐u.ac.jp/about/effort/sdgs/

鳥取大学は鳥取県庁をはじめとした官民連携組
織「とっとりSDGsネットワーク」の構成員です。
鳥取大学HPには、事例集の他に、本学のSDGsへ
の取り組みを紹介する動画も公開しています。



鳥取大学SDGs推進体制

鳥取大学SDGs推進会議設置要項（抜粋）

（設置）
第１条 鳥取大学（以下「本学」という。）に，国連サミットで採択された持続可能
で多様性と包摂性のある社会の実現のための持続可能な開発目標(Sustainable 
Development Goals。以下「SDGs」という。)の達成に向けて，本学の基本理念「知
と実践の融合」のもと，全学的視点から分野を横断した取組を行い，学内の連携強
化並びに地域社会及び国際社会とのパートナーシップ構築を推進することを目的に，
鳥取大学SDGs 推進会議(以下「会議」という。)を置く。

(業務)
第２条 会議は，次に掲げる事項を所掌する。
一 SDGs 推進に係る基本方針の策定，企画・立案，連絡調整，情報収集，広報，

意識啓発及び学外機関との連携に関すること。
二 その他前条の目的を達成するために必要と認められること。

(組織)
第３条 会議は，次に掲げる者をもって組織する。
一 学長
二 理事
三 副学長
四 各学部長
五 附属学校部長
六 医学部附属病院長
七 国際乾燥地研究教育機構副機構長
八 学長特別補佐
九 その他学長が必要と認めた者

鳥取大学SDGs基本方針（令和3年5月14日 学長裁定）

鳥取大学は基本理念である「知と実践の融合」のもと、教育研究及び社
会貢献活動を通じてSDGs(持続可能な開発目標)の達成に取り組み、地球上
の「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現を
目指します。
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鳥取大学SDGs表彰（2023年度から実施）

鳥取大学SDGs表彰実施要項（抜粋）

（趣旨・目的）
第１条 鳥取大学SDGs基本方針（令和３年学長裁定）に掲げる理念の実現に向け、鳥
取大学におけるSDGs推進のための取組を奨励し、及び取組の普及推進に寄与するた
め、鳥取大学SDGs表彰を創設し、この運用に関して必要な事項をこの要項に定める。

（表彰の対象）
第２条 SDGs表彰は、本学の教職員が関わり、鳥取大学SDGs取組事例集に掲載され、
及び持続可能性のある取組を対象とする。

（対象取組の推薦）
第３条 部局等の長は、別に定める募集要項に基づき、前条に該当する取組を推薦す
るものとする。

2023年度の表彰結果（受賞者のプレゼンテーション動画を鳥取大学ホームページに掲載）

・大賞 １件
・学長特別賞 １件
・ビッグインパクト賞 ３件
・とっとりSDGsネットワーク会議賞 １件
・奨励賞 ６件
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間伐材で作製した楯鳥取大学SDGs表彰式
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(Kanai et al., J Immunol. 2018; Kanai et al., J Immunol. 2023)

(Kanai et al., in submitting)
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(Tokunaga et al. Arch Virol 2022) (Tokunaga et al. 
Arch Virol 2021)

HIV/AIDS and ART Registry 
of the Philippines

Kageyama et al. JIAPAC 
2019, 18: 1-8.

Alfredo et al. Int. J. Mol. 
Sci. 2022, 23, 15380.
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